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干川先生（写真
上）が考案した

「気仙沼灰干しサ
メバーガー」（写
真下）の「南三陸
福興市」での試
験販売風景（2017
年 12 月）

　

２
０
０
６
年
１
月
１
日
発

行
の
『
三
宅
島
新
報
』
第
１

号
か
ら
第
70
号
発
行
ま
で
の

12
年
半
に
わ
た
る
「
三
宅
島

し
ま
す
。

　

私
自
身
は
、

２
０
１
２
年
ま
で
『
三
宅
島

新
報
』
の
印
刷
の
お
手
伝
い

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
の

南
三
陸
町
の
復
興
イ
ベ
ン
ト

　

私
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
に
避
難
さ
れ
て
い
た

三
宅
島
の
方
々
の
た
め
に
、

２
０
０
０
年
９
月
下
旬
か
ら

昨
年
１
月
ま
で
、
情
報
紙
『
ア

カ
コ
ッ
コ-

三
宅
・
多
摩
だ

よ
り-
』
の
編
集
・
発
行
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
の
上

旬
に
学
生
を
連
れ
て
三
宅

島
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て

い
る
『
ア
カ
コ
ッ
コ
』
の

ネットの基盤をつくった干川先生

三宅の経験を東北支援に

三宅島新報

読
者
の
方
々
の
ご
自
宅
に

お
伺
い
し
、
生
活
状
況
や

必
要
な
情
報
な
ど
ア
ン

ケ
ー
ト
と
聞
き
取
り
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
を

佐
藤
会
長
さ
ん
か
ら
お
聞
き

し
、
昨
年
10
月
か
ら
学
生
と

一
緒
に
「
ネ
ッ
ト
」
の
協
力

　

２
０
０
０
年
噴
火
当
初
か
ら
全
島
避
難
中
の
避
難
先
へ
の
支
援
を
し
、
灰
干
し
商
品
開
発

（
現
在
は
、
元
村
会
議
員
、
漁
協
役
員
で
あ
っ
た
浅
沼
徳
宏
氏
が
商
品
製
造
販
売
を
行
っ
て
い

る
）
や
火
山
ガ
ス
で
枯
れ
た
樹
木
を
利
用
し
た
復
興
事
業
な
ど
を
提
起
し
た
大
妻
女
子
大
学

大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
・
人
間
関
係
学
部
教
授
の
干
川
剛
史
先
生
。
在
京
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
数
回
に
わ
た
り
行
い
「
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
た
干
川

先
生
に
、
三
宅
で
の
活
動
や
そ
の
後
の
東
北
で
の
取
り
組
み
に
関
す
る
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

者
と
し
て
「
在
京
三
宅
島
会
」

の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
こ
の
「
三
宅
島

新
報
」
の
印
刷
と
「
ネ
ッ
ト
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
年
余
に
わ
た
り
、
三
宅

島
の
み
な
さ
ま
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
後
と
も
、
微
力
な
が

ら
も
、
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　2006 年 1 月 1 日発行の三宅島新報 1 号
の干川先生の寄稿文を再録した。

「
南
三
陸
福
興
市
」
と
気
仙

沼
特
産
で
あ
る
サ
メ
の
灰
干

し
の
商
品
化
・
事
業
化
の
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

南

三

陸

福

興

市

は
、

２
０
１
１
年
４
月
末
の
開
始

か
ら
今
年
６
月
ま
で
毎
月
末

に
80
回
開
催
さ
れ
１
０
０
回

を
目
標
に
継
続
す
る
予
定
で

す
。
私
は
、
第
１
回
か
ら
現

在
ま
で
物
品
販
売
を
行
う
と

と
も
に
、
学
生
た
ち
と
来
場

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
５
年

に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
福
興
市
の
関
係
者
に

お
伝
え
し
て
運
営
の
改
善
等

に
お
役
立
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

他
方
で
、
気
仙
沼
漁
港
で

年
間
約
一
万
ｔ
水
揚
げ
さ
れ

る
サ
メ
の
灰
干
し
の
商
品

化
・
事
業
化
に
現
地
の
方
た

ち
と
２
０
１
２
年
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
年
の
８
月

に
市
内
で
灰
干
し
の
加
工
場

が
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

が
完
成
し
、
営
業
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
地
元
の
飲
食
店

の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
サ

メ
の
灰
干
し
を
食
材
と
し
た

気
仙
沼
の
「
ご
当
地
グ
ル
メ

料
理
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

南
三
陸
町
と
気
仙
沼
市
に

お
い
で
に
な
る
際
に
お
声
が

け
い
た
だ
け
れ
ば
、
サ
メ
の

灰
干
し
な
ど
現
地
の
お
い
し

い
食
べ
物
を
召
し
上
が
れ
る

よ
う
お
取
り
計
ら
い
い
た
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
み
な
さ

ん
の
、
長
年
に
わ
た
る
取
り

組
み
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表

「再生ネットの応援団
　　　　として頑張ります」

次号の発行は
　　10 月 1 日です

第７０号
記念特集号
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本
紙
は
、
第
70
号
発
行
記

念
号
と
し
て
大
妻
女
子
大
学

院
千
川
教
授
に
ご
寄
稿
を
頂

い
た
。
第
50
号
記
念
号
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員(

現
在
・

国
士
舘
大
学
教
授)

山
崎

登
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

第

１

号

の

発

行

は
、

２
０
０
６
年
１
月
１
日
、
ふ

る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
結
成
は

２
０
０
５
年
４
月
１
日
で
、

本
部
は
三
宅
島
、
事
務
局
は

東
京
・
板
橋
区
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
６
月
よ
り
本

部
・
事
務
局
は
、
〒1

7
3
-

0
0
0
5

　

東
京
都
板
橋
区
仲

宿2
-
1

会
長
佐
藤
就
之
方
。

副
会
長
・
三
宅
島
支
部
長
の

光
安
千
久
子
さ
ん(

三
宅

島
三
宅
村
神
着1

3
9
1
)

が

島
情
報
や
「
新
報
」
寄
稿
依

頼
な
ど
積
極
的
に
物
心
両
面

で
支
え
て
い
る
。

　

新
報
は
、
２
０
１
５
年
７

月
第
58
号
ま
で
隔
月
発
行
。

そ
れ
以
降
は
１
、
５
、
７
、
10

月
の
季
刊
号
。
人
口
減
少
対

策
・
島
へ
の
移
住
促
進
、
観

光
と
農
・
魚
業
振
興
、
支
え

あ
う
仕
組
み
づ
く
り
、
火
山

災
害
、
被
災
地
連
携
な
ど
提

起
す
る
。
編
集
の
山
田
先
生
・

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
、
印
刷
所
、
発
送

配
布
の
事
務
局
、
三
宅
村
人

材
セ
ン
タ
ー
の
島
内
全
戸
配

布
と
、
そ
れ
を
支
え
る
ご
寄

付
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
３
面
に
は
、
原
発
事

故
に
よ
り
三
宅
島
に
避
難
し

こ
に
は
４
０
０
名
を
超
え
る

弁
護
士
が
結
集
し
て
い
る
。

２
０
１
７
年
４
月
時
点
で
７

件
（
原
告
総
数
１
４
６
７
人
）

の
提
訴
が
あ
り
、
そ
の
他
に

も
全
国
の
弁
護
団
が
多
数
提

訴
し
て
お
り
、
原
告
の
総
数

は
、
約
１
万
２
千
５
０
０
人

に
至
る
。

　

丸
山
先
生
は
、
「
二
度
と

本
件
原
発
事
故
の
よ
う
な
過

酷
事
故
（
Ｓ
Ａ
）
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
」
本
書
を
執
筆

し
た
。

　

第
１
巻
の
目
次
は
、
Ⅰ
部

　

福
島
第
１
原
発
の
概
要
と

過
酷
事
故
の
原
因　

Ⅱ
部　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
責
任

概
論
で
は
、
東
京
電
力
、
国
、

「
原
子
ム
ラ
」
の
実
態
と
そ

の
関
係
者
の
責
任
、
さ
ら
に

は
、
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
に
も

触
れ
る
。

　

第
２
巻
で
は
、
原
発
事
故

被
害
の
特
徴
と
放
射
線
被

曝
、
放
射
線
被
曝
と
原
発
事

故
の
歴
史
、
低
線
量
被
曝
の

問
題
点
、
本
件
原
発
事
故
に

お
け
る
低
線
量
被
曝
対
応
、

福
島
で
続
く
低
線
被
曝
被
害

の
危
惧
、
判
例
の
趨
勢
と
司

法
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
が
書

か
れ
て
い
る
。
以
上
目
次
の

み
紹
介
に
と
ど
め
る
が
、
特

に
、
２
巻
の
「
子
ど
も
の
甲

状
腺
ガ
ン
の
多
発-

-

岡
山

大
学
の
津
田
教
授
の
子
ど
も

の
甲
状
腺
の
多
発
、
も
う
一

つ
は
、
除
染
が
完
了
し
て
い

る
地
域
で
再
汚
染
が
進
行
し

て
い
る
と
い
う
論
文
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

浪
江
町
は
避
難
解
除
か

ら
１
年
が
た
つ
３
月
１
日

時

点

で
、

住

民

登

録

者

１
万
４
千
８
８
５
人
、
実
際

の
居
住
者
５
１
６
人
内
65
歳

以
上
２
２
２
人
、
20
歳
未
満

11
人
で
居
住
率
は
３
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
原
発
に
近

い
自
治
体
ほ
ど
、
居
住
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
（
日
本
経
済
新
聞
３
月

31
日
夕
刊
）

　

今
後
、
提
訴
が
進
む
と
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
機
会
が
多
く
な
る
。
新

聞
・
テ
レ
ビ
の
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
の
方
々
も
被
災
者
の
た

め
に
、
本
書
の
紹
介
と
購
読

を
お
願
い
し
た
い
。

　

更
に
、
裁
判
の
行
方
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
注
目
し

て
、
私
た
ち
と
共
に
、
被
災

者
と
連
携
し
て
行
動
と
声
を

上
げ
よ
う
。　
　
　

（
佐
藤
）

皆
さ
ま
に
感
謝
を

被
災
者
と
連
携
し
て
声
を

て
い
る
国
分
晶
子
さ
ん
か

ら
、
福
島
県
浪
江
町
に
里
帰

り
し
現
地
の
状
況
を
お
伝
え

頂
い
た
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
長
年

お
付
き
合
い
の
あ
る
弁
護
士

の
丸
山
輝
久
先
生
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
「
福
島
第
一
原
発

事
故
の
法
的
責
任
論<

１>

国
・
東
京
電
力
・
科
学
者
・

報
道
の
責
任
を
検
証
す
る
」
、

第
２
刊
「
福
島
第
一
原
発
事

故
の
法
的
責
任
論<

２>

低

線
量
被
曝
と
健
康
被
害
の
因

果
関
係
を
問
う
」
を
紹
介
す

る
。

　

二
冊
と
も
４
０
０
ペ
ー
ジ

を
超
え
る
書
で
あ
り
、
こ
こ

で
的
確
に
紹
介
す
る
こ
と

は
、
困
難
で
あ
る
。
後
は
ぜ

ひ
一
読
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

丸
山
先
生
の
本
一
読
を

　

本

書

に

よ

る

と

２
０
１
１
年

８
月
に
原
発

事

故

被

災

者

支

援

弁

護

団

の

団

長
に
就
任
、

２
０
１
５
年

以
降
は
共
同

代
表
を
務
め

て
い
る
。
そ

福
島
第
一
原
発
事
故
の
法
的
責
任
論
〈
１
〉
〈
２
〉
著
者　

丸
山
輝
久

発
行
所　

株
式
会
社
明
石
書
店　

各
巻
定
価
（
本
体3

.
2
0
0

円
＋
税
）

[

申
込
み　

FAX03-5818-1174   E-mail eigyo@akashi.co.jp]

新
報

が
70
号
の
節
目
を
迎
え

た
。
そ
の
発
行
の
中
で
は
、
三

宅
と
同
様
に
故
郷
に
帰
れ
な
い
人
を

出
し
た
福
島
第
１
原
発
の
問
題
も
取
り

上
げ
て
き
た
。
今
号
で
は
、
弁
護
士
の

丸
山
輝
久
先
生
の
著
書
を
紹
介
し
、

こ
の
問
題
を
改
め
て
考
え
る

機
会
に
し
た
い
。

発行 70 号の節目を迎えて

原発事故 再考の機会に
会長時評



三宅島新報第７０号 (3) ２０１８年７月１日

　

４

月

中

旬
、

亡

母

の

四
十
九
日
と
納
骨
、
亡
父
の

三
回
忌
の
墓
参
り
の
た
め

に
、
福
島(

浪
江
町
・
津
島)

に
帰
省
し
ま
し
た
。
前
回
は
、

亡
父
の
納
骨
で
、
今
回
は
亡

母
の
納
骨
の
た
め
、
３
年
ぶ

り
の
帰
省
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
で
、
全
町
民
が
避
難

を
強
い
ら
れ
て
来
た
浪
江
町

一
部
が
、
昨
年
の
３
月
末

に
避
難
解
除
に
な
り
ま
し

た
。
解
除
と
同
時
に
、
未
だ

に
「
帰
還
困
難
区
域
」
で
あ

る
「
津
島
地
区
」
の
ど
真
中

を
通
っ
て
い
る
国
道
１
１
４

号
線
（
通
称
・
福
浪
線
）
に

設
置
さ
れ
て
い
た
、
２
ヶ
所

の
検
問
と
大
き
な
ゲ
ー
ト
が

撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
、
国
道
か
ら
入
る
全
て

の
横
道
が
封
鎖
さ
れ
、
施
錠

さ
れ
ま
し
た
。
住
民
が
出
入

り
す
る
時
（
自
分
の
家
を
見

に
行
く
事
や
、
お
墓
参
り
な

ど
〉
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

立
入
り
申
請
と
許
可
は
必
要

で
す
。
し
か
し
、
昨
年
の
４

月
以
降
は
、
申
請
し
た
時
間

に
、
担
当
者
が
、
現
地
に
来

て
鍵
を
開
け
閉
め
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
滞
在
時

間
は
、
最
長
５
時
間
で
す
。

車
と
同
乗
者
の
チ
ェ
ッ
ク
は

勿
論
で
す
が
、
申
請
し
た
時

間
に
少
し
で
も
遅
れ
る
と
理

由
を
聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
実
家
と
お
墓
に
行

く
た
め
の
許
可
は
、
弟
が
手

配
を
済
ま
せ
て
い
た
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
ま
し
た

が
、
同
じ
く
「
津
島
地
区
」

内
に
あ
る
、
私
の
家
に
行
く

た
め
に
は
、
更
に
別
の
許
可

が
必
要
で
す
。
実
家
か
ら
、

車
で
10
分
位
の
距
離
に
も
関

わ
ら
ず
、
別
の
ゲ
ー
ト
を
開

け
て
も
ら
わ
な
い
と
入
れ
な

い
の
で
す
。
「
こ
こ
ま
で
来

て
い
な
が
ら
、
自
分
の
家
の

前
を
通
る
事
さ
え
も
許
さ
れ

な
い
の
か
」
と
悔
し
い
思
い

で
一
杯
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
行
っ
た
実
家

（
築
３
０
０
年
以
上
）
に
は

猪
が
入
っ
て
家
の
中
の
隅
々

ま
で
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
踏

み
荒
ら
さ
れ
て
、
見
る
影
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

台
所
は
、
サ
ッ
シ
ュ
戸
の

外
ま
で
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し

　福島第１原発事故でふるさとを離れ、現在は三宅で生

活する国分晶子さん。以前にも寄稿をいただいた国分さ

んに、ふるさと福島への想いや介護員として頑張ってい

る現在の状況などについて、改めて寄稿をお願いした。

３
年
ぶ
り
の
帰
省

た
。
実
家
は
、
地
域
の
中
心

と
な
り
「
天
明
の
飢
饉
」
を

始
め
、
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
困

難
を
乗
り
越
え
て
来
ま
し

た
。
弟
で
18
代
目
に
な
り
ま

す
。
原
発
の
一
瞬
の
事
故
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴

史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
心
が
痛
み

ま
す
。

　

３
月
末
の
春
休
み
に
、
浪

江
町
（
津
島
）
か
ら
福
島
市

に
避
難
し
て
い
る
長
男
の
所

の
孫
娘
二
人
（
中
２
、
中
３
）

と
川
崎
市
に
住
ん
で
い
る
長

女
と
そ
の
子
供
た
ち
（
小
２
、

園
児
）
で
計
５
名
が
三
宅
島

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
亡
母

の
葬
儀
で
、
皆
と
会
っ
た
時

に
、
私
は
、
三
宅
島
の
素
晴

ら
し
さ
を
熱
く
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
民
宿
を
予
約
し

て
い
た
の
に
、
孫
た
ち
が
「
ば

あ
ば
の
所
に
泊
ま
り
た
い
」

と
云
う
の
で
、
私
が
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
会
社
の
寮
の

部
屋
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

お
風
呂
は
、
皆
で
ふ
る
さ

と
の
湯
に
行
き
ま
し
た
。
唯

入
れ
な
い
悔
し
さ

一
、
男
一
人
の
小
２
の
孫
は
、

ひ
と
り
で
男
湯
に
入
り
、
島

の
方
か
ら
「
ひ
と
り
で
、
え

ら
い
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
う
い

う
所
に
も
、
島
の
方
々
の
や

さ
し
さ
を
感
じ
て
、
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

島
を
何
周
も
廻
り
、
あ
ち

こ
ち
案
内
し
ま
し
た
が
、
孫

達
が
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の

は
、
伊
豆
岬
の
地
層
と
大
久

保
浜
で
波
と
戯
れ
な
が
ら
の

浜
石
と
貝
が
ら
拾
い
で
し

た
。
お
み
や
げ
に
す
る
と

云
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
込

ん
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

大
路
池
に
行
っ
た
時
、
「
お

母
さ
ん
が
、
三
宅
島
に
来
た

か
っ
た
理
由
が
解
る
よ
う
な

気
が
す
る
」
と
娘
が
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
子
供
達
に
も

相
談
せ
ず
に
、
決
め
て
か
ら

知
ら
せ
た
の
に
、
温
か
く
送

り
出
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
春
に
は
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
も
無
事
に
取
得
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
れ
な
い
「
ふ
る
さ
と
」

を
想
い
つ
つ
、
大
好
き
な
三

宅
島
で
、
介
護
員
と
し
て
頑

張
る
日
々
で
す
。

孫
た
ち
が
や
っ
て
き
た

大
好
き
な
三
宅
島
で

浪江町からの移住者 国分さんの現況

帰れないふるさと想いつつ

国道 114 号線から浪江町の実家へ入る道に設置されたゲート
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「
島
」
は
、
不
思
議
な
感

じ
の
す
る
場
所
の
ひ
と
つ
で

す
。
都
会
と
は
違
う
自
然
の

濃
さ
や
生
活
の
匂
い
、
周
り

が
海
に
囲
ま
れ
た
特
殊
な
環

境
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
う
感

じ
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
沖
縄
や
小
笠
原
、
そ
し

て
、
三
宅
島
な
ど
、
島
に
移

り
住
ん
だ
人
の
多
く
は
、
訪

ね
た
島
に
魅
了
さ
れ
て
移
り

住
ん
だ
と
話
し
て
く
れ
ま

す
。
私
も
そ
ん
な
中
の
一
人

で
し
た
。

　

１
９
９
３
年
頃
か
ら
、
仕

事
を
終
え
た
金
曜
日
の
夜

は
、
東
海
汽
船
に
乗
っ
て
三

宅
島
に
通
い
、
島
の
風
や
匂

い
を
感
じ
、
海
や
森
の
自
然

を
丸
ご
と
楽
し
み
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
ま
た
仕
事
に

戻
る
。
そ
ん
な
時
間
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
島
に
移

り
住
む
こ
と
を
決
め
た
の
は

１
９
９
５
年
。
そ
の
き
っ
か

け
は
出
産
で
し
た
。
こ
の
自

然
豊
か
な
島
で
子
育
て
を
し

た
い
と
決
心
し
た
か
ら
で

す
。
仕
事
を
辞
め
、
島
下
部

落
に
家
を
借
り
、
漁
業
を
生

業
と
し
、
畑
で
は
ア
シ
タ
バ

や
野
菜
を
育
て
て
生
活
の
糧

と
し
、
夏
は
全
国
の
子
ど

も
達
を
三
宅
島
に
集
め
て
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
Ｔ
・
モ
イ
ヤ
ー

先
生
と
一
緒
に
海
洋
環
境
教

育
を
行
う
、
そ
ん
な
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

島
で
の
生
活
を
後
押
し
し

て
く
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
理

由
は
、
人
の
心
の
温
か
さ
で

し
た
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し

た
と
き
な
ど
は
、
自
分
の
孫

の
よ
う
に
看
病
し
て
く
れ
た

光
安
の
お
ば
さ
ん
の
助
け
が

こ
れ
か
ら
も
、
島
を
訪
れ
る

人
が
、
三
宅
島
を
ま
る
ご
と

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

島
紹
介
を
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

海
野
佳
子
さ
ん:

三
宅
島

に
も
拠
点
を
持
つN

P
O

法

人
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

海
洋
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
葉
山
町
）
で
子

ど
も
達
を
中
心
と
し
た
環
境

教
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

 http://oceanfamily.jp/

三
宅
高
校
70
周
年

10
月
６
日
に
記
念
式
典
と
講
演
会
を
開
催

　

都
立
三
宅
高

等

学

校(

中

間

均

校

長)
は
、
創
立
70
周

記
念
行
事
を
平

成
30
年
10
月
６
日
、
13
時
か

ら
式
典
と
講
演
会
を
行
う
。

２
０
１
３
年
「
第
22
回
夏
季

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球
競
技

大
会
」
に
お
い
て
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
、
日
立
化
成
の
上
田
萌

選
手
を
お
招
き
す
る
。
上
田

さ
ん
の
お
話
し
と
、
実
技
を

披
露
さ
れ
る
予
定
。

　

創
立
当
初
は
、
持
ち
上
が

り
と
２
～
３
歳
年
上
の
待
機

生
徒
が
混
合
。
生
徒
会
長
選

な
け
れ
ば
、
島
で
の
生
活
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
０
年
の
大
噴
火
。

「
こ
の
自
然
災
害
が
な
か
っ

た
ら
、
今
頃
は
ど
う
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
」
と
、
ふ
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
噴
火

後
は
、
島
の
外
か
ら
ま
た
島

を
見
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
復
旧
後
は
、
毎
年
夏
、

噴
火
前
の
よ
う
に
全
国
の
子

ど
も
達
を
集
め
て
、
島
で
ス

ク
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
自
然

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

挙
は
５
ヶ
村
の
勢
力
争
い
、

ま
た
当
時
の
通
学
バ
ス
は
木

炭
バ
ス
で
三
池
浜
の
坂
道
で

ス
ト
ッ
プ
し
生
徒
が
押
し
上

げ
、
グ
ラ
ン
ド
予
定
地
の
木

の
根
っ
こ
堀
等
活
力
に
満
ち

て
い
た
。

先
生
も
情
熱
的
個
性
豊
か

で
、
生
徒
を
自
宅
に
招
き
蔵

書
を
貸
し
た
り
語
っ
た
り
思

想
的
に
も
影
響
を
受
け
て
巣

立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
Ｓ
）

編
集
後
記

　

「
新
報
」
が
今
号
で
70
号

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
方
の
協
力
で
、
私
た

ち
も
こ
こ
ま
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

今
後
も
、
皆
様
を
繋
ぐ
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。 

 

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

１
９
９
５

年
に
島
に
移
り
住
み
、
子

ど
も
た
ち
に
環
境
教
育
事
業
を

行
っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
シ
ャ

ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
海
洋
自
然
体
験
セ
ン

タ
ー
の
海
野
佳
子
さ
ん
。
海
野
さ
ん
に
、

島
の
魅
力
や
島
民
と
の
触
れ
合
い

な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い

た
だ
い
た
。

オーシャンファミリー海洋自然体験センター 海野さん

島の魅力は自然と人
海
野
さ
ん
宅
の
ア
シ
タ
バ
畑


